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ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
あ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
最
西
端
に
は
ロ
カ
岬
が
あ
り
、
カ

モ
ン
イ
ス
が
書
い
た
詩
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
曰
く「
こ
こ
に
陸
尽
き
、
海
は
じ
ま
る
」。

　

人
間
が
大
海
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
発
想
が
意
識
に
浮

か
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
陸
が
尽
き
る
と
こ
ろ
す
な
わ
ち
行
き
止
ま
り
で
あ
り
、
ど

ん
詰
ま
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ
が
逆
転
し
た
。

　

大
航
海
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
。
其
の
一
つ
の
理
由
は
船
が
改
良
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
中
世
北
欧
で
使
わ
れ
て
い
た
四
角
い
一
枚
帆
と
、
南
方
の
イ
ン
ド
洋
や
エ
ジ

プ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
た
操
縦
性
の
良
い
三
角
帆
が
合
体
し
、
順
風
・
逆
風
を
問
わ

ず
航
海
で
き
る
船
が
発
達
し
た
。
そ
れ
は
カ
ラ
ヴ
ェ
ル
船
と
呼
ば
れ
、
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
大
西
洋
を
西
へ
航
海
し
た
三
隻
は
す
べ
て
カ
ラ
ヴ
ェ
ル
船
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
時
代
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
エ
ン

リ
ケ
王
子
が
そ
の
役
を
果
た
し
た
。
エ
ン
リ
ケ
は
探
検
に
よ
る
見
返
り
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
未
知
そ
の
も
の
に
惹
か
れ
る
タ
イ
プ
の
人
だ
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
北
西
に
あ
る
カ
ナ
リ
ア
諸
島
は
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
存
在
が
知
ら

れ
て
い
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
そ
こ
を
は
じ
め
て
植
民
地
化
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
か
ら
南
の
海
へ
は
誰
一
人
と
し
て
航
海
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

南
下
す
れ
ば
次
第
に
気
候
が
熱
く
な
る
の
で
人
間
は
焼

け
焦
げ
て
死
ん
で
し
ま
う
と
か
、
海
が
滝
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
信
じ
て
お
り
、
誰
一
人
と
し
て
近
づ
く
者
は
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
エ
ン
リ
ケ
は
毎
年
、
次
か
ら
次
へ
と
遠

征
隊
を
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
へ
送
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の

う
ち
の
一
艦
隊
が
つ
い
に
南
下
の
限
界
線
を
克
服
し
た
。

　
エ
ン
リ
ケ
が
亡
く
な
る
と
、
事
業
は
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
五
世

や
ジ
ョ
ア
ン
二
世
に
引
き
継
が
れ
た
。
ジ
ョ
ア
ン
二
世
が
組
織

し
た
艦
隊
の
指
揮
官
が
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
デ
ィ
ア
ス
で
あ
る
。

　
一
四
八
七
年
、
デ
ィ
ア
ス
の
船
は
そ
れ
ま
で
の
誰
よ
り
も

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
南
下
し
た
末
に
、
三
日
間
の
大
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
た
。
陸
か
ら
離
れ
、
海

の
水
は
冷
た
く
な
っ
て
い
っ
た
。
嵐
が
お
さ
ま
る
と
デ
ィ
ア
ス
は
船
の
針
路
を
東
に
と
っ
た
。

　

そ
の
後
北
に
針
路
を
変
え
る
と
不
意
に
陸
地
が
見
え
て
き
た
。
ア
フ
リ
カ
大
陸
を

回
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
ま
ま
イ
ン
ド
ま
で
行
こ
う
と
し
た
が
、

食
料
不
足
と
乗
組
員
た
ち
の
反
対
で
、
涙
を
の
ん
で
引
き
返
し
た
。

　

デ
ィ
ア
ス
は
自
分
が
め
ぐ
っ
た
岬
を「
カ
ボ
・
ト
ル
メ
ン
ト
ソ
」つ
ま
り「
嵐
の
岬
」

と
命
名
し
た
。
彼
の
体
験
か
ら
き
た
命
名
だ
っ
た
。

　

だ
が
ジ
ョ
ア
ン
二
世
が
そ
の
名
は
縁
起
が
悪
い
と
し
、
の
ち
に「
カ
ボ
・
ダ
・
ボ
ア
・

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」つ
ま
り「
喜
望
の
岬
」と
改
名
し
た
。

　

明
か
ら
清
に
か
け
て
中
国
布
教
に
従
事
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ

チ
は
自
製
の
世
界
図『
坤
輿
万
国
全
図
』の
中
に「
嵐
の
岬
」を「
大
浪
山
角
」と
漢
訳
し

て
い
る
。「
大
浪
山
」と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
南
に
あ
っ
て

千
メ
ー
ト
ル
を
超
す「
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
」の
こ
と
で
あ
る
。
頂
上
が
平
ら
に
見

え
て
テ
ー
ブ
ル
そ
っ
く
り
な
の
で
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

一
方
、
ジ
ョ
ア
ン
二
世
に
よ
り
改
名
さ
れ
た「
希
望
の
岬
」は
、
リ
ッ
チ
に
続
い
た

イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ニ
が『
万
国
図
説
』の
中
で「
喜
望
峰
」と
漢
訳
し
た
。

　

し
か
し
面
白
い
こ
と
に
長
崎
に
あ
っ
て
世
界
情
報
を
集
め
た
西
川
如
見
の『
増
補

華
夷
通
商
考
』に
は
、「
大
浪
山
」も「
喜
望
峰
」も
登
場
し
な
い
。「
カ
ボ
・
ダ
・
ボ
ア
・

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」に
近
い「
カ
ア
ボ
・
デ
・
ボ
ウ
ヌ
・
イ
ス
プ
ラ
ン
サ
」と
し
て
登
場

す
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
に
近
い
こ
の
発
音
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
由
来
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
南
蛮
国
と
最
も
縁
が
深
か
っ
た
長
崎
な
ら
で
は
と
思
わ
せ
る
。

　

仙
台
の
経
世
家
林
子
平
は
、
安
永
五
年
の
長
崎
遊
学
の
際
、
本
木
良
栄
に
会
い
、

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
松
村
元
綱
訳『
和
蘭
航
海
略
語
』を
写
し
た
。
そ
の
中
で「
喜
望
峰
」が

は
じ
め
て
顔
を
出
す
。
そ
の
余
白
に「
按
ニ
峰
ヲ
岬
に
改
メ
ル
ト
キ
ハ
正
訳
ナ
ラ
ン

カ
」の
書
き
込
み
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
子
平
は「
喜
望
岬
」の
方
が
正
し
い
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
指
摘
で
あ
る
。

　

明
治
二
年
、
福
沢
諭
吉
が『
世
界
国
尽
し
』と
い
う
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
出
版
し「
喜

望
峰
」を
広
め
、
以
後「
大
浪
山
角
」は
姿
を
消
し
た
。

　

今
の
中
国
で
は
喜
望
峰
は「
好
望
角
」と
書
く
。「
峰
」が「
角
」に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
こ
の
訂
正
が
な
さ
れ
ず「
喜
望
峰
」の
ま
ま
で
定
着
し
て
い
る
。

�

（
洋
学
史
研
究
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会
員
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昭
和
二
十
七
年
九
月
立
神
で
あ
っ
た
本
船
の
進
水
式
に
、
当
時
小
学
四
年
の
私
も

つ
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
。
翌
年
二
月
か
ら
、
五
島
沖
で
中
島
船
長
と
父
の
コ
ン
ビ

で
試
運
転
が
行
わ
れ
、
午
前
中
に
帰
港
。
私
は
第
三
ド
ッ
ク
を
抜
け
て
艤
装
工
場
へ

お
昼
を
届
け
た
。
そ
の
途
中
、
給
食
係
が
バ
ケ
ツ
に
タ
モ
を
携
え
ド
ッ
ク
の
中
に
入

り
、
昼
の
お
か
ず
を
調
達
し
て
い
た
。
そ
の
頃
、
私
は
飽
の
浦
小
へ
通
っ
て
い
た
が
、

S
L
が
走
り
、
ど
こ
か
長の
ど

閑か

で
あ
っ
た
。

　

本
船
は
、
当
時
世
界
最
大
級
の
オ
イ
ル
タ
ン
カ
ー
で
、
二
万
六
千
屯
。
父
は
、
長
崎
訛

（
？
）の
英
語
が
活
か
さ
れ
、
保
証
技
士
に
抜
擢
。
昭
和
二
十
八
年
三
月
の
出
港
に
際
し
、

六
石
ス
ー
パ
ー
ラ
ジ
オ
等
の
積
込
を
手
伝
い
、
処
女
航
海
の
前
夜
に
本
船
に
招
待
さ
れ
数

人
の
英
国
人
と
、
印
度
の
乗
組
員
の
方
な
ど
六
十
余
名
と
、
サ
ロ
ン
の
長
円
卓
を
囲
み

歓
談
し
た
。
そ
の
デ
ィ
ナ
ー
で
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
十
数
種
類
の
ア
イ
ス
が
あ
っ
た

事
。
帰
り
際
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
破
格
の
チ
ッ
プ
が
あ
り
、
二
度
び
っ
く
り
し
た
と
父

が
言
っ
て
い
た
。
然
し
そ
の
最
新
鋭
の
船
も
、
ボ
イ
ラ
ー
が
二
基
と
も
ダ
ウ
ン
し
、
配
電

盤
の
火
災
も
重
な
り
孤
島
に
止
り
、
オ
ー
ル
電
化
の
船
は
、
俄
に
原
始
生
活
へ
…
。
一
番

こ
ま
っ
た
の
は
水
洗
ト
イ
レ
、
次
い
で
船
内
の
電
気
機
器
は
全
て
使
用
で
き
ず
、
船
内
に

レ
ン
ガ
を
組
み
、
炊
事
す
る
あ
り
さ
ま
。
南
支
那
海
で
、
二
日
間
漂
流
し
な
が
ら
一
基
が

復
旧
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
十
日
間
修
理
し
た
後
そ
の
船
を
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
原
油
積
出
港

へ
。
そ
こ
か
ら
届
い
た
父
の
手
紙
は
、油
紙
に
掠か
す

れ
た
独
特
な
父
の
字
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

ス
エ
ズ
を
抜
け
て
英
国
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
港
へ
辿
り
着
く
。丁
度
、女
王
の
戴
冠
式
に
当
り
、

お
祭
ム
ー
ド
一
色
。
そ
の
時
の
英
国
の
土
産
は
、
立
体
絵
本
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

父
は
運
が
強
く
、
支
那
事
変
・
原
爆
・
桜
木
町
事
件
・
比
国
上
空
で
落
雷
・
太
平

洋
で
台
風
の
中
漂
流
・
機
関
室
で
前
面
火
傷
な
ど
色
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
九
十

四
一
二
号　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日

喜
望
峰
に
つ
い
て

才
ま
で
人
生
を
泳
い
だ
父
に
献
杯
し
合
掌
。

　
　
〈
資
料
〉『
三
菱
百
年
史
』（
造
船
資
料
館
刊
）�

（
長
崎
出
身
岡
山
市
在
住
）

○
十
一
月
三
日「
文
化
の
日
」恒
例
に
よ
り
長
崎
市
立
図
書
館
主
催
第
九
回
長
崎
学
講
座
開

催
、
今
年
は「
長
崎
系
絵
画
」に
つ
い
て
話
し
て
参
り
ま
し
た
。
長
崎
の
皆
様
は
地
方
史

研
究
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多
く
、
今
年
も
満
席
で
し
た
。

○
三
日
、
今
年
も
恒
例
の
長
崎
日
ポ
協
会
主
催
、
日
ポ
関
係
史
跡
見
学
会
と
し
て
長
崎
開

港
の
発
端
と
な
っ
た
旧
大
村
藩
支
配
地
横
瀬
浦（
現
・
西
海
市
）を
中
心
に
ロ
ー
マ
少
年

使
節
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
遺
跡
等
見
学
。

○
七
日
、（
旧
十
月
八
日
）立
冬
。
と
記
し
て
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
長
崎
地
方
も
冬
を
む
か

え
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
寒
さ
に
は
御
用
心
下
さ
い
。

○
今
年
も
、
名
古
屋
の
椙す
ぎ

山や
ま

女
学
園
高
校
よ
り「
平
和
を
願
う
長
崎
」の
研
修
旅
行
に
行
く

の
で
例
年
の
よ
う
に
本
会
よ
り「
解
説
者
を
派
遣
し
て
下
さ
い
」と
連
絡
あ
り
、
本
会
よ

り
大
束
氏
を
中
心
に
六
名
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
。

○
長
崎
商
工
会
議
所
よ
り
、
来
年
も「
第
十
二
回
・
長
崎
歴
史
・
文
化
・
観
光
検
定
試
験
」を

一
月
二
十
九
日
に
実
施
す
る
の
で
其
の
準
備
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
と
連
絡
あ
り
、
出
席
。

○「
長
崎
検
定
」は
東
京
・
京
都
等
の
検
定
会
と
共
に
全
国
的
に
有
名
と
な
り
、「
長
崎
検
定

受
験
会
場
」を
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
東
京
に
受
験
会
場
を
設
け
、
前
回
の
東
京
で
の
受

験
者
数
は
四
十
二
名
で
あ
っ
た
。
長
崎
検
定
に
は
一
級
・
二
級
・
三
級
が
あ
り
、
昨
年

ま
で
の
三
級
合
格
者
二
、六
〇
〇
名
に
対
し
、
一
級
合
格
者
は
三
三
名
の
由
。
但
し
特
別

試
験
の「
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
長
崎
通
」は
県
内
の
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で

受
験
料
無
料
な
の
で
、「
お
申
し
込
み
下
さ
い
」と
の
事
。
試
験
申
し
込
み
期
間
は
、

十
一
月
二
十
八
日
よ
り
翌
年
一
月
六
日
ま
で
。

○
今
月
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
西
日
本
文
化
協
会
よ
り
、『
西
日
本
文
化
№
４
８
０
』今
回
は
福
岡
県
糟か
す
屋や

地
区
を
中
心

に
し
た
史
跡
名
勝
の
論
考
で
、
我
が
国
、
稲
作
の
始
原
と
さ
れ
る「
夜ゆ

臼う
す
式
土
器
」の
論
考

に
は
じ
ま
り
相
島
積
石
塚
群
、
光
正
寺
古
墳
、
阿
恵
遺
跡
等
二
十
項
目
の
研
究
発
表
が
あ

り
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

一
、三
菱
長
崎
造
船
所
原
水
協
よ
り『
三
菱
の
兵
器
生
産
』。
昨
年
は
被
爆
七
〇
年
、
そ
の

原
爆
に
耐
え
た
長
崎
三
菱
造
船
所
の
戦
時
中
の
歩
み
が

語
ら
れ
、
次
い
で
現
在
の
日
本
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
の
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
よ
う
と
語
ら
れ

て
い
た
。（
三
菱
長
崎
造
船
原
水
協
発
行
）

ス
タ
ン
バ
ッ
ク・ジ
ャ
パ
ン
号
に
よ
せ
て

荒
木
　
忠
久

松
尾
　
龍
之
介

喜望峰にて（2010年）海の彼方は南極


